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1. Acer GridVista™の概要 
 
Acer GridVistaは機能に富んだユーティリティで、同じ画面の複数のウィンドウを管理します。 
このアプリケーションでは、次の操作が可能です。 
 

 画面をグリッドに分割して、最大 4 つのウィンドウを同時に表示 
 ウィンドウ間またはアプリケーション間で情報を簡単に転送 
 ウィンドウを素早く切り替え 
 透明度設定を使用してウィンドウごしに他のウィンドウを表示 
 2 つのウィンドウを同時に操作 

 
注: Acer GridVista アプリケーションは Acer モニタでのみ作動します。 
 
2. システム要件 
 
Acer GridVistaをインストールする前に、システムが次の要件を満たしていることを確認してく

ださい。 
 

オペレーティングシステム Windows® XP 
システムメモリ 128 MB 以上のメモリ 
ディスク容量 100 MB 以上の空き容量 

 
注: Acer GridVistaインストールは次の言語で使用できます。 英語、チェコ語、ギリシャ語、

ハンガリー語、ポーランド語、ロシア語、スロバキア語、ドイツ語、スペイン語、フランス語、イタリ

ア語、オランダ語、ノルウェー語、ポルトガル語、スウェーデン語、簡体字中国語、繁体字中国

語、日本語、インドネシア語 
 
3. インストール 
 
Acer GridVista をインストールするには、次の手順に従います。 
 
1. Acer GridVista CD を光ドライブにセットします。 Acer GridVista Autorun プログラ

ムウィンドウが表示されます。 
2. Acer GridVista ソフトウェアのインストールをクリックしてインストールします。インストール

以外の場合、Acer GridVista ヘルプマニュアル をクリックして、ヘルプファイルを表示しま

す。 
3. インストールが終了したら、終了をクリックします。 
 
4. アプリケーションを起動する 
 
Acer GridVista を起動するには、スタート > すべてのプログラム > Acer GridVista > 
Acer GridVista をクリックします。 
 



                       
 

アプリケーションを起動すると、Acer GridVista アイコン  がタスクバーに表示され、

Acer GridVista Button Center が開いているすべてのウィンドウの最小化ボタン近くに

表示されます。 
 

 
 
5. Acer GridVista を使用する 
 
5.1 画面をグリッドに分割する 
 
画面をグリッドに分割するするには、次の手順に従います。 
 

1. Acer GridVista アイコン を右クリックし、ポップアップメニューからグリッド設定を選択し

ます。 
 

 
 
2. 分割したいディスプレイを表示します。 
 

 
 
3. ポップアップメニューからグリッド設定を選択して、画面を分割します。 デフォルトの設定は

「なし」です。 



 

 
 
画面はグリッドを表示しています。 
 

 
 
5.2 ウィンドウをグリッドに配置する 
 
ウィンドウをグリッドに配置するには、次の手順に従います。 
 
1. 開いているウィンドウのタイトルバーをクリックし、ウィンドウを空のグリッドにドラッグします。 
 
または 
 
Acer GridVista Button Center から Acer GridVista Extensions アイコンを右クリックし、

ウィンドウをグリッドに送信とウィンドウを配置するグリッドを選択します。 
 

         
 
注: 1.1 はウィンドウ 1（プライマリウィンドウ）がグリッド 1 に移動し、1.2 はウィンドウ 1 がグリッド

2 に移動することを意味します。 
 
2. この操作を繰り返して、すべてのグリッドが満たされるまで、別のウィンドウを空のグリッドに



配置します。 
 
5.3 ウィンドウの透明度を変更する 
 
ウィンドウの透明度を変更して、ウィンドウの背後にアイテムとアイコンを表示することができま

す。 これを実行するには、次の手順に従います。 
 
1. Acer GridVista Button Center から Acer GridVista Extensions アイコンを右クリッ

クし、透明度を選択します。 
 

 
 
2. ウィンドウ背後のアイコン/アイテムが見えるようになっています。 上の操作を繰り返して透

明度をオフにします。 
 
5.4 ウィンドウをグリッドにロックする 
 
別のグリッドにうっかりドラッグされないように、特定のグリッドでウィンドウをロックすることができま

す。 グリッドでウィンドウをロックするには、次の手順に従います。 
 
1. グリッドでロックしたいウィンドウを選択します。 

2. ウィンドウのタイトルバーの Acer GridVista Button Center からロック  アイコンをク

リックします。 ロックアイコンが  に変わり、ウィンドウが選択したグリッドでロックされるこ

とを示します。 
3. ウィンドウを配置するグリッドを選択します。 
 
注: ウィンドウが最大化されると、グリッドにロック機能は無効になります。 

グリッドからウィンドウをアンロックするには、ロックアイコン をクリックします。 
 
5.5 常に手前に表示機能を有効にする 
 
あるウィンドウが開いている他のウィンドウの手前に、常に表示されるように設定することができ

ます。 これを実行するには、次の手順に従います。 
 
1. 常に手前に表示したいウィンドウを選択します。 

2. ウィンドウのタイトルバーの Acer GridVista Button Center からロック  アイコンをク

リックします。 アイコンが  に変わり、ウィンドウが開いている他のウィンドウの手前に常

に表示されるように設定されたことを示します。 
 
注: 開いている他のウィンドウに関してこの機能を有効にすると、アクティブなウィンドウが常に



手前に表示されます。 
 

この機能をオフにするには、 アイコンをクリックします。 
 
6.  Acer GridVista のその他のオプション 
 
6.1 Acer GridVista の設定を変更する 
 
Acer GridVista の設定を変更するには、次の手順に従います。 
 
1. タスクバーで Acer GridVista アイコンを右クリックします。 
2. オプションを選択して、オプションウィンドウを表示します。 
 

 
 
3. このウィンドウから設定を変更し、終了したら OK をクリックします。 設定の説明について

は、以下の表を参照してください。 
 

 
 
テキスト起動用のグリッド設定を記

憶 
このオプションをチェックすると、アプリケーションが次に

起動するときに現在のグリッド設定が保存されます。 
ウィンドウを自動的に元の位置に戻

す 
このオプションをチェックすると、Acer GridVistaを閉じ

た後にウィンドウの位置が元に戻ります。 ウィンドウの
位置を元の位置に戻したり、すべてのウィンドウをタス

クバーに最小化するかを選択できます。 
 
6.2 Acer GridVista 情報を表示する 
 
タスクバーで Acer GridVista アイコンを右クリックし、ポップアップメニューからバージョン情報を

選択し、Acer GridVista 情報を表示します。 



 
 

6.3 Acer GridVista を閉じる 
 
Acer GridVista を閉じるには、タスクバーで Acer GridVista アイコンを右クリックし、終了を

選択します。 
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